
令和７年度第１回市民ボランティア講座 

令和７年度児童生徒ボランティア活動普及実践事業担当者研修会開催要綱 

福祉の学びがもたらす変化 
～暮らしやすいマチにつながる福祉教育～ 

 

１．目  的   本講座は、市民がボランティアに関する知識や想いを深め、ボランティア活動の活性

化や新たな活動の創出を図ることを目的として、年間全４回に渡って開催する市民ボラ

ンティア講座の第１回目として、地域共生社会の実現に向けた福祉教育・ボランティア

学習のあり方をテーマとして開催します。 

また、児童生徒のボランティア活動への参加や地域との交流等の促進、また障がい当

事者や福祉活動実践者との交流等をとおして障がいや福祉に関する理解啓発を目的と

している児童生徒ボランティア活動普及実践事業において、市内学校の皆様との研修を

とおして、本事業のより一層の充実を図り、誰もが安心して暮らせるまちづくりの一助

とすることを目的として開催します。 

 

２．主  催  名寄市社会福祉協議会 

 

３．共  催  名寄市／名寄市教育委員会／名寄市立大学 

 

４．日  程  令和７年６月１０日（火） １３：３０～１５：３０（受付１３：００～） 

 

５．場  所  名寄市立大学 図書館１階 プレゼンテーションスペース（名寄市西４条北８丁目） 

        ※駐車場は２号館（旧恵陵館／国道 40号側）前をご利用ください。 

 

６．内  容  ①実践報告 「名寄市社協の福祉教育実践」 

              名寄市内で展開している学校や地域での福祉教育について報告します。 

         報 告 者 名寄市社会福祉協議会 地域支援係 

 

②シンポジウム 「福祉の学びがもたらす変化 

～暮らしやすいマチにつながる福祉教育～」 

               学校や地域での福祉教育を展開することが、子どもから高齢の方まで

全ての市民の生活にどのような効果をもたらしていくのか、教育・福祉・

まちづくり等の視点から考えていきます。 

         シンポジスト 

 ・野尻 紀恵 氏 

日本福祉大学 社会福祉学部 教授 学長補佐 

日本福祉教育･ボランティア学習学会 会長 

              ・五十嵐 真幸 氏 

                カムイ大雪バリアフリー研究所 代表理事 

              ・瀬尾 祐貴 氏 

                名寄市立名寄小学校 教諭 

              ・坂本 大輔 氏 

                登別市社会福祉協議会 地域福祉課長 

 コーディネーター 

      ・堀 智久 氏 

名寄市立大学保健福祉学部社会福祉学科 准教授 



 

７．参加対象   どなたでも参加いただけます。 

 

８．定  員  申込先着７０名 

 

９．申し込み   お電話、FAX、E-mailなどで令和７年５月３０日（金）までに別紙「申込用紙」を

ご提出いただくか、右記フォームよりお申込みください。 

 

10．そ の 他  ・手話・要約筆記通訳が付きます。 

・学校におけるボランティアや地域活動の推進や教員と社協の情報交換を目的として、

年に１回教職員向けに開催する児童生徒ボランティア活動普及実践事業担当者研修会

として開催します。 

児童生徒ボランティア活動普及実践事業（ボランティア活動等への助成や名寄社協

と実施する福祉教育）を取り組まれている学校につきましては、具体的な実施内容等に

ついてご理解いただける機会にもなりますので、担当者を含め１名以上の参加をお願

いいたします。 

 

■登壇者紹介 

・野尻 紀恵 氏 

（日本福祉大学 社会福祉学部 教授 学長補佐／日本福祉教育･ボランティア学習学会 会長） 

 高校教諭、社協でのボランティアコーディネーター、スクールソーシャルワーカー等を経て現職と 

なられる。 

 福祉教育やスクールソーシャルワーカー等、地域での福祉教育実践に関わる研究や実践をされてい

る他、日本福祉教育・ボランティア学習学会の会長として、福祉教育の普及啓発に取り組まれている。 

・五十嵐 真幸 氏（カムイ大雪バリアフリー研究所 代表理事） 

  生まれつき障がい（骨形成不全症）があり、カムイ大雪バリアフリー研究所等において当事者の目線   

から様々な街づくりを展開されている。 

 市内の学校と名寄社協が連携して行っている福祉教育では、講師として毎年協力いただいている。 

・瀬尾 祐貴 氏（名寄市立名寄小学校 教諭） 

上川地区生活科・総合的な学習教育研究会の一員として、総合的な学習の時間に福祉教育を取り入

れた取り組みをされており、第５学年担任時には「共生」をテーマとした学習を名寄社協と連携して

行われている。 

・坂本 大輔 氏（登別市社会福祉協議会 地域福祉課長） 

 「いじめ反対運動」として登別の高校生や有志と取り組んだ「ピンクシャツ大作戦」は、子ども達

が取り組む地域福祉活動として地域や学校に変化をもたらしている。北海道福祉教育・ボランティア

学習を学び合う会の代表としても、福祉教育の普及啓発に取り組まれている。 

・堀 智久 氏（名寄市立大学保健福祉学部社会福祉学科 准教授） 

 障がい福祉、インクルーシブ教育等を専門とされ、全ての子どもが同じ環境で共に学び合うことが

できるインクルーシブ教育を通じた共生社会の実現に向けた研究等をされている。 

 

［お問合わせ・お申込先］ 

  社会福祉法人 名寄市社会福祉協議会 地域支援係（担当：小笠原、鈴木） 

〒096-0011 名寄市西１条南１２丁目 名寄市総合福祉センター内 

TEL：０１６５４－３－９８６２／FAX：０１６５４－３－９９４９ 

Ｅ-ｍａｉｌ：chiiki@nayoro-shakyo.jp 


